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【
住
宅
政
策
に
つ
い
て
】

　
　
　
故
郷
へ
帰
り
就
職
、
地
元
に
住

居
を
求
め
て
も
市
営
住
宅
の
入
居
要
件

に
合
わ
ず
ア
パ
ー
ト
の
充
実
し
た
本
渡

地
区
へ
居
住
す
る
。
地
域
の
人
口
減
少

が
進
む
中
、
地
元
で
暮
ら
し
た
い
若
者

を
応
援
す
る
若
者
支
援
住
宅
の
設
置

を
。
空
き
家
バ
ン
ク
は
島
外
の
定
住
希

望
者
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
。
定
住

促
進
奨
励
金
、
貸
し
手
へ
の
空
き
家
活

用
事
業
補
助
金
を
帰
郷
す
る
若
者
へ
該

当
さ
せ
ア
パ
ー
ト
の
無
い
地
域
で
の
空

き
家
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

市
営
住
宅
は
国
の
制
度
で

あ
り
入
居
要
件
の
変
更
は
難
し
い
。
若

者
へ
の
住
宅
政
策
は
別
途
考
え
た
い
。

【
出
張
診
療
に
つ
い
て
】

　
　
　
『
天
草
市
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
』
の
中
に
「
民
間
の
医
療
機
関
と

の
連
携
や
巡
回
診
療
・
患
者
輸
送
等
に

よ
る
市
内
の
医
療
格
差
の
解
消
を
図

る
」
と
あ
る
。
巡
回
診
療
に
つ
い
て
具

体
的
に
検
討
し
た
経
緯
は
あ
る
の
か
。

過
疎
地
の
高
齢
者
の
多
い
地
域
へ
の
出

向
く
診
療
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
こ
と
が
地
域
医
療
に
興
味
あ
る
医

師
の
確
保
へ
の
一
助
と
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

巡
回
診
療
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
た
こ
と
は
な
い
。
出
向
く

診
療
も
で
き
な
い
。

【
世
界
遺
産
登
録
へ
の
準
備
に
つ
い
て
】

　
　
　
世
界
遺
産
登
録
が
一
年
後
の
可

能
性
が
出
て
き
た
。﨑
津
地
区
へ
の
来

訪
者
が
増
加
す
る
中
、
観
光
マ
ナ
ー
の

周
知
と
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
地

域
と
の
充
分
な
協
議
が
必
要
。
記
念

シ
ー
ル
や
統
一
包
装
紙
な
ど
の
作
成
で

天
草
の
連
帯
感
や
共
同
意
識
の
醸
成
に

努
め
る
べ
き
。
河
浦
ま
ち
づ
く
り
計
画

が
策
定
さ
れ
た
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
連
携
し
て
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

観
光
マ
ナ
ー
・
ガ
イ

ド
養
成
・
道
の
駅
の
概
要
な
ど
地
元
と

充
分
協
議
し
て
取
り
組
む
。
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
は
積
極
的
に
支
援
す
る
。　

　
　

池田 裕之
議員

若
者
へ
の
住
宅
政
策
・
無
医
地
区
へ
の
出
張
診
療
・

世
界
遺
産
へ
の
準
備
に
つ
い
て

　
　
　
日
本
創
成
会
議
が
発
表
し
た
２
０

４
０
年
ま
で
に
半
数
近
く
の
自
治
体
が

「
消
滅
可
能
性
の
危
機
に
あ
る
」
と
し
、

本
市
も
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
入
っ
て

い
る
。
天
草
市
の
取
り
組
み
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

あ
ま
く
さ
創
生
実
践
会

議
を
設
置
し
、
官
民
挙
げ
て
人
口
減
を
食

い
止
め
る
。

　
　
　
日
本
創
成
会
議
が
公
表
し
た
、
人

口
が
半
減
す
る
か
ら
自
治
体
が
消
滅
す
る

と
言
う
の
は
か
な
り
飛
躍
し
た
議
論
。
天

草
市
は
、「
天
草
宝
島
」を
う
た
っ
て
い
る
。

個
性
的
な
地
域
や
産
業
を
創
っ
て
い
く
た

め
に
は
、地
域
に
ど
の
よ
う
な
地
域
資
源
、

「
宝
物
」
が
あ
る
か
と
い
う
事
を
、
地
域

の
経
済
主
体
の
実
態
と
要
求
を
調
査
す
る

事
で
、
中
小
企
業
・
業
者
と
と
も
に
施
策

を
展
開
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
よ
う
要
望
す
る
。

【
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
舶
の

受
け
入
れ
と
架
橋
に
つ
い
て
】

　
　
　
観
光
船
業
大
手
は
「
将
来
的
に
、

八
代
港
に
年
間
50
回
以
上
の
寄
港
も
予
定

し
て
い
る
」
と
発
言
。
八
代
市
は
、「
ど

れ
だ
け
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
分
か
ら
な

い
」
と
言
い
、
観
光
船
業
者
は
、「
熊
本

城
や
阿
蘇
、
天
草
な
ど
観
光
資
源
が
豊
富

な
の
も
魅
力
」
と
言
っ
て
い
る
。
今
後
、

世
界
遺
産
登
録
を
控
え
て
い
る
天
草
の
集

客
の
大
き
な
力
に
な
る
と
思
う
が
、
海
か

ら
の
流
動
人
口
の
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
か
。
大
型
船
舶
が
安
心

し
て
着
岸
し
、
避
難
場
所
と
し
て
も
利
用

で
き
る
大
型
バ
ー
ス
に
着
手
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

 

莫
大
な
予
算
が
掛
か
る
た

め
、
県
に
お
い
て
整
備
計
画
は
な
い
。

　
　
　

 

世
界
遺
産
が
登
録
さ
れ
た
ら
、

黙
っ
て
い
て
も
交
流
人
口
が
増
え
る
と
で

も
思
っ
て
い
る
の
か
。
ク
ル
ー
ズ
船
は
、

牛
深
を
通
ら
な
い
と
八
代
港
に
は
行
け
な

い
。
三
県
架
橋
に
は
ど
の
く
ら
い
の
予
算

が
か
か
る
の
か
。
豪
華
客
船
の
水
面
か
ら

の
高
さ
は
、最
高
で
70
メ
ー
ト
ル
と
発
表
。

三
県
架
橋
の
規
模
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　

三
県
架
橋
予
算
約
８
０
０

億
、
三
県
架
橋
の
高
さ
45
メ
ー
ト
ル
。

【
市
営
住
宅
の
畳
替
え
に
つ
い
て
】

　
　
　
政
策
住
宅
と
は
。
政
策
住
宅
の
畳

替
え
は
、
ど
う
す
る
の
か
。
市
営
住
宅
を

市
の
管
理
か
ら
外
し
、
指
定
管
理
制
度
を

導
入
、
市
民
の
利
益
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　

政
策
住
宅
・
解
体
を
行
う
ま

で
空
き
家
と
し
て
管
理
す
る
物
件
。
畳
屋

さ
ん
が
現
金
を
預
か
る
。
入
居
が
必
要
な

時
に
畳
替
え
を
行
う
。
不
必
要
に
な
っ
た

場
合
、
畳
屋
さ
ん
か
ら
関
係
者
に
返
還
す

る
。
指
定
管
理
・
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
努
力
す
る
。

浜崎 義昭
議員

消
滅
可
能
性
都
市
へ
の
対
策

一 般 質 問

　
　
　
水
産
振
興
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　

本
市
は
有
明
海
、八
代
海
、

天
草
灘
と
い
っ
た
特
徴
あ
る
３
つ
の
海

に
囲
ま
れ
一
年
を
通
し
て
四
季
折
々
新

鮮
な
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。

天
草
漁
協
で
も
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
市

と
し
て
も
漁
協
や
県
な
ど
関
係
者
一
体

と
な
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
行

く
。
首
都
圏
等
の
小
売
業
、
飲
食
店
と

の
商
談
招
致
で
天

草
魚
介
類
の
販
路

開
拓
を
進
め
る
な

ど
、
漁
業
者
の
所

得
向
上
を
目
指
し

た
様
々
な
施
策
を

展
開
し
な
が
ら
水

産
業
の
振
興
を
図

り
た
い
。

　
　
　
本
庁
舎
建
設
の
基
本
計
画
に
つ

い
て
。

　
　
　

震
災
復
興
事
業
の
本
格
化
、
公

共
事
業
の
拡
大
に
よ
り
、
近
年
、
労
務

単
価
が
上
昇
し
た
こ
と
や
資
材
費
が
高

騰
し
て
い
る
。
本
市
が
基
本
計
画
に
示

し
て
い
る
㎡
単
価
35
万
円
程
度
で
建
設

す
る
事
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。今
後
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
２
次
審
査
に
お
い
て

選
定
さ
れ
る
設
計
者
と
共
に
基
本
設
計

の
段
階
か
ら
建
設
コ
ス
ト
等
を
常
に
念

頭
に
置
き
、
社
会
経
済
情
勢
の
動
向
に

も
注
視
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
行
き

た
い
。

　
　
　
建
設
工
事
及
び
建
設
工
事
に
係

る
業
務
委
託
入
札
参
加
者
格
付
け
に
つ

い
て
。

　
　
　
　

天
草
市
に
独
自
の
格
付
け
基

準
は
な
く
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

評
価
、
格
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
法
律
で
あ
る
品
格
法
に
よ
り
発
注

者
は
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
と
、
そ

の
担
い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
、
確
保

に
配
慮
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
格
付
け
の
実

施
に
よ
り
建
設
業

の
健
全
な
発
展
を

促
す
。　
　
　

西村 尚武
議員

水
産
振
興
に
つ
い
て
・
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

建
設
工
事
及
び
建
設
工
事
に
係
る
業
務
委
託
入
札

参
加
者
格
付
け
に
つ
い
て

　
　
　
不
妊
治
療
に
は
特
定
不
妊
治
療

や
一
般
不
妊
治
療
が
あ
る
が
一
般
不
妊

治
療（
タ
イ
ミ
ン
グ
療
法
・
薬
物
療
法
・

手
術
療
法
・
人
工
授
精
）
が
あ
る
が
一

般
不
妊
治
療
費
助
成
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

  

一
般
不
妊
治
療
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
医
療
機
関
で
、
保
険

適
用
で
ほ
と
ん
ど
受
診
で
き
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
一
部
に
保
険
適
用
外
の
治

療
な
ど
も
あ
る
の
で
一
般
不
妊
治
療
へ

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
保
険
適
用
外
の

治
療
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
実

施
す
る
。

　
　
　
不
育
症
（
流
産
・
死
産
を
繰
り

返
す
こ
と
）
不
育
治
療
費
の
補
助
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

  

平
成
26
年
度
の
妊
婦

健
診
受
診
者
の
0
・
3
％
の
方
が
何
ら

か
の
原
因
で
流
産
し
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
不
育
治
療
の
対
象
と
な
る
方
は
い

な
い
。
一
般
的
に
保
険
適
用
で
の
治
療

が
可
能
で
あ
る

の
で
助
成
に
つ

い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

【
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

利
活
用
に
つ
い
て
】

　
　
　
統
廃
合
さ
れ
使
用
し
て
い
な
い

学
校
や
地
元
民
宿
等
を
利
用
し
合
宿
等

の
誘
致
計
画
や
継
続
性
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
計
画
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

  

平
成
18
年
度
か
ら
大

会
誘
致
促
進
事
業
と
し
て
天
草
市
内
の

宿
泊
施
設
に
延
べ
25
人
以
上
の
宿
泊
を

伴
う
大
会
や
合
宿
を
さ
れ
た
場
合
は
経

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
誘
致
補
助
金
制

度
を
活
用
し
大
会
誘
致
の
交
渉
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
各
種
大
会
誘
致
を
推

進
し
て
い
く
。　

柴田  誠
議員

不
妊
治
療
〜
出
産
に
つ
い
て
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